
(57)【要約】

【課題】　例えば携帯型のデータ端末機などにおいて、

待ち受け時などにおいて消費電力を低減させることがで

きる表示パネルを備えた電子機器を提供すること。

【解決手段】　ディスプレイモジュールＡには、ドライ

バ部２および表示制御部Ｂが搭載されており、表示制御

部Ｂからの画像信号によって、ＥＬディスプレイ１が発

光駆動される。表示制御部Ｂにおける画像生成部５は、

キー入力などの操作が一定時間なされない待ち受け状態

において、時刻を示す静止画をスクロール表示する画像

信号を生成する。この場合、一つの静止画のスクロール

表示の終了から次の静止画のスクロール表示の開始の間

に、前記静止画が表示パネルに表示されない無表示期間

が設定される。この無表示期間においては、特にドライ

バ部２を駆動するクロック信号発生部３からのクロック

信号の供給が停止され、この間において消費される電力

を低減させるように動作する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 文 字 や 記 号 、 も し く は 絵 な ど の 情 報 を 表 示 す る 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 で あ っ て 、
前 記 表 示 パ ネ ル に 静 止 画 情 報 が ス ク ロ ー ル 制 御 さ れ て 表 示 さ れ る ス ク ロ ー ル モ ー ド に お い
て 、 一 つ の 静 止 画 情 報 の ス ク ロ ー ル 表 示 の 終 了 か ら 次 の 静 止 画 情 報 の ス ク ロ ー ル 表 示 の 開
始 の 間 に 、 前 記 静 止 画 情 報 が 表 示 パ ネ ル に 表 示 さ れ な い 無 表 示 期 間 が 設 定 さ れ る よ う に 構
成 さ れ る と 共 に 、 前 記 無 表 示 期 間 に お い て 前 記 静 止 画 情 報 の 書 き 換 え 動 作 が 実 行 さ れ る よ
う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 制 御 を 実 行 す る 表 示 制 御 部 は 、 ク ロ ッ ク 周 波 数 が 互 い に 異 な る 第
１ の ク ロ ッ ク 信 号 お よ び 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 制 御 で き る よ う に 構 成 さ れ る と 共
に 、 前 記 無 表 示 期 間 に お い て は 前 記 第 １ も し く は 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 の う ち 、 高 い 周 波 数 の
ク ロ ッ ク 信 号 の 入 力 が 停 止 さ れ る ス リ ー プ モ ー ド に 設 定 さ れ る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ も し く は 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 の う ち 、 低 い 周 波 数 の ク ロ ッ ク 信 号 は 、 前 記 表 示
パ ネ ル が 搭 載 さ れ て い る 電 子 機 器 側 に 搭 載 さ れ た 時 間 計 測 に 利 用 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 高 い 周 波 数 の ク ロ ッ ク 信 号 が 第 １ の ク ロ ッ ク 信 号 で あ り 、 前 記 表 示 制 御 部 に 対 す る
第 １ の ク ロ ッ ク 信 号 の 入 力 を 停 止 さ せ る ス リ ー プ モ ー ド の 継 続 時 間 を 、 前 記 第 ２ の ク ロ ッ
ク 信 号 に 基 づ い て 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル
を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル に ス ク ロ ー ル 制 御 さ れ て 表 示 さ れ る 静 止 画 情 報 は 、 時 刻 情 報 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機
器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 時 刻 情 報 は 、 時 間 計 測 に 利 用 さ れ る 前 記 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 生 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 少 な く て も 一 層 以 上 の 有 機 発 光 機 能 層 を 含 む 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 表 示 パ ネ ル を 備 え
た 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 携 帯 型 の デ ー タ 端 末 機 な ど に 好 適 に 採 用 さ れ 、 待 ち 受 け 時 な ど に お
い て 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る 機 能 を 有 す る 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 携 帯 用 電 話 機 、 あ る い は 携 帯 型 情 報 端 末 機 （ Ｐ Ｄ Ａ ） な ど の よ う に 電 力 源 と し て
バ ッ テ リ ー を 利 用 す る 携 帯 型 の デ ー タ 端 末 機 が 急 速 に 普 及 し て い る 。 こ の 種 の デ ー タ 端 末
機 に お い て は 、 キ ー 入 力 な ど の 操 作 が 一 定 時 間 な さ れ な い 待 ち 受 け 状 態 に お い て は 、 こ れ
に 搭 載 さ れ た 表 示 パ ネ ル の 機 能 を 制 限 し 、 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る こ と で 、 バ ッ テ リ ー の 利
用 時 間 を 延 ば す 手 段 が 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ６ ８ ３ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 前 記 し た 待 ち 受 け 時 間 中 に お い て は 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 信 号 を 停 止 さ せ て 、 低 い 周
波 数 の ク ロ ッ ク 信 号 を 利 用 し 、 シ ス テ ム 中 の 最 低 限 の 管 理 、 お よ び 制 御 を 実 行 す る こ と で
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同 様 に バ ッ テ リ ー の 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る こ と が 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ４ ３ ５ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 前 記 し た 携 帯 型 の デ ー タ 端 末 機 に お い て は 、 薄 型 か つ 低 消 費 電 力 を 実 現 す る こ と
が で き る 表 示 パ ネ ル と し て 、 従 来 よ り 液 晶 表 示 パ ネ ル が そ の 要 求 を 満 た す も の と し て 多 く
の 製 品 に 採 用 さ れ て き た 。 ま た 、 昨 今 に お い て は 自 発 光 型 素 子 で あ る と い う 特 質 を 生 か し
た 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス ） 素 子 を 用 い た 発 光 表 示 パ ネ ル が 一 部 の 製 品 に 搭
載 さ れ 、 こ れ が 従 来 の 液 晶 表 示 パ ネ ル に 代 わ る 次 世 代 の 表 示 パ ネ ル と し て 注 目 さ れ て い る
。 こ れ は Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 機 能 層 に 、 良 好 な 発 光 特 性 を 期 待 す る こ と が で き る 有 機 化 合 物 を
使 用 す る こ と に よ っ て 、 実 用 に 耐 え う る 高 効 率 化 お よ び 長 寿 命 化 が 進 ん だ こ と も 背 景 に あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 基 本 的 に は 透 明 基 板 上 に 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ に よ る 透 明 電 極 と 、 有
機 Ｅ Ｌ 媒 体 と 、 金 属 電 極 と が 順 次 積 層 さ れ て 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 媒 体 は 有
機 発 光 層 の 単 一 層 、 あ る い は 有 機 正 孔 輸 送 層 と 有 機 発 光 層 か ら な る 二 層 構 造 、 ま た は 有 機
正 孔 輸 送 層 と 有 機 発 光 層 お よ び 有 機 電 子 移 送 層 か ら な る 三 層 構 造 、 さ ら に こ れ ら の 適 切 な
層 間 に 電 子 も し く は 正 孔 の 注 入 層 を 挿 入 し た 多 層 構 造 に な さ れ る 場 合 も あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 実 発 光 時 間 の 経 過 と 共 に 有 機 発 光 層 に お け る 発 光
輝 度 特 性 が 低 下 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 し た が っ て 、 長 時 間 に わ た り 同 一 の 静 止 画 を 表
示 し た 状 態 と し た 場 合 に お い て は 、 い わ ゆ る 焼 き 付 き 現 象 が 発 生 す る 。 こ の 様 な 焼 き 付 き
現 象 を 防 止 さ せ る に は 、 例 え ば 静 止 画 情 報 を ス ク ロ ー ル 表 示 さ せ る 手 段 を 好 適 に 採 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 表 示 パ ネ ル に 静 止 画 情 報 が ス ク ロ ー ル 制 御 さ れ て 表 示 さ れ る ス ク
ロ ー ル モ ー ド に 設 定 さ れ た 場 合 に お い て 、 よ り 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 な 表 示 パ
ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た こ の 発 明 に か か る 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器
は 、 請 求 項 １ に 記 載 の と お り 、 文 字 や 記 号 、 も し く は 絵 な ど の 情 報 を 表 示 す る 表 示 パ ネ ル
を 備 え た 電 子 機 器 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 静 止 画 情 報 が ス ク ロ ー ル 制 御 さ れ て 表 示 さ
れ る ス ク ロ ー ル モ ー ド に お い て 、 一 つ の 静 止 画 情 報 の ス ク ロ ー ル 表 示 の 終 了 か ら 次 の 静 止
画 情 報 の ス ク ロ ー ル 表 示 の 開 始 の 間 に 、 前 記 静 止 画 情 報 が 表 示 パ ネ ル に 表 示 さ れ な い 無 表
示 期 間 が 設 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 無 表 示 期 間 に お い て 前 記 静 止 画 情 報 の
書 き 換 え 動 作 が 実 行 さ れ る よ う に 構 成 し た 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に か か る 表 示 パ ネ ル を 備 え た 電 子 機 器 に つ い て 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態
に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す 符 号 １ は デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル Ａ に お け る 有 機 Ｅ Ｌ デ
ィ ス プ レ イ （ 表 示 パ ネ ル ） を 示 し て お り 、 こ れ は ド ラ イ バ 部 ２ に よ っ て 発 光 制 御 が な さ れ
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 前 記 ド ラ イ バ 部 ２ は 、 よ り 詳 し く は 走 査 ド ラ イ バ お よ び デ ー タ
ド ラ イ バ に 分 け る こ と が で き 、 こ れ ら は 共 に デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル Ａ に 備 え ら れ た 第 １
ク ロ ッ ク 発 生 部 ３ か ら の 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） に 基 づ い て 動 作 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 前 記 し た 第 １ の ク ロ ッ ク 発 生 部 ３ は 、 例 え ば Ｃ Ｒ 発 振 器 に よ り 構 成 さ れ て お り 、
こ の 第 １ ク ロ ッ ク 発 生 部 ３ に お い て 生 成 さ れ る 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 後 述 す る 第 ２ ク ロ ッ
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ク 発 生 部 に お い て 生 成 さ れ る 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） に 対 し て 高 い 周 波 数 に な さ れ
て い る 。 こ の 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） は 、 Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 構 成 に よ る ア ナ ロ グ ス イ ッ チ
４ を 介 し て ド ラ イ バ 部 ２ に 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ の た め に 前 記 ア ナ ロ グ ス
イ ッ チ ４ の 出 力 側 と 基 準 電 位 点 と の 間 に は プ ル ダ ウ ン 抵 抗 Ｒ 1 が 接 続 さ れ て い る 。 な お 、
第 １ ク ロ ッ ク 発 生 部 ３ か ら の 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 後 述 す る 表 示 制 御 部 Ｂ に も 前 記 ア ナ ロ
グ ス イ ッ チ ４ を 介 し て 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 表 示 制 御 部 Ｂ に お け る 画 像 生 成 部 ５ よ り 、 前 記 ド ラ イ バ 部 ２ に 対 し て 画 像 信 号 が
供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 前 記 し た Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ は 発 光 制 御 さ
れ る 。 前 記 画 像 生 成 部 ５ に は 、 こ の デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル Ａ が 搭 載 さ れ る 電 子 機 器 Ｃ 側
に 備 え ら れ た シ ス テ ム Ｃ Ｐ Ｕ ６ よ り 、 前 記 し た Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ に お い て 表 示 さ れ る 画
像 デ ー タ が 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 シ ス テ ム Ｃ Ｐ Ｕ ６ か ら は 画 像 生 成 部 ５ に 対 し て 、 電 子 機 器 Ｃ 側 に お け る キ ー
入 力 な ど の 操 作 が 一 定 時 間 な さ れ な い 待 ち 受 け 状 態 に お い て 、 ス ク ロ ー ル モ ー ド に 移 行 さ
せ る 指 令 信 号 、 お よ び キ ー 入 力 な ど の 操 作 が な さ れ た 時 に ス ク ロ ー ル モ ー ド か ら 、 通 常 の
表 示 モ ー ド に 移 行 さ せ る 指 令 解 除 信 号 も 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 表 示 制 御 部 Ｂ に は 時 計 部 ７ お よ び ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ が 備 え ら れ て お り 、 こ の 時 計
部 ７ お よ び ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ に は 、 電 子 機 器 Ｃ 側 に 備 え ら れ た 水 晶 発 振 器 に よ る 第 ２ ク
ロ ッ ク 発 生 部 ９ よ り 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） が 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 第 ２ の ク ロ ッ ク 発 生 部 ９ か ら の ク ロ ッ ク 信 号 は 、 前 記 時 計 部 ７ に お い て 時 間 計
測 に 利 用 さ れ る と 共 に 、 ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ に お い て 後 述 す る よ う に ス リ ー プ モ ー ド の 継
続 時 間 を 設 定 す る よ う に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 時 計 部 ７ は 、 第 ２ ク ロ ッ ク 発 生 部 ９ か ら の ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） に 基 づ い て 時
間 計 測 を 実 行 し 、 後 述 す る よ う に ス ク ロ ー ル モ ー ド に な さ れ た 場 合 に お い て 、 前 記 し た 画
像 生 成 部 ５ に 対 し て 時 計 デ ー タ を 供 給 し 、 前 記 画 像 生 成 部 ５ に お い て 時 刻 を 示 す 静 止 画 情
報 を 生 成 す る よ う に な さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ス ク ロ ー ル モ ー ド に お い て 、 時 刻 を 示 す 静 止
画 情 報 が 前 記 し た Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ に お い て ス ク ロ ー ル 表 示 さ れ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 表 示 制 御 部 Ｂ に は ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ が 備 え ら れ て お り 、 こ の ス ク ロ ー ル カ
ウ ン タ １ ０ は 前 記 し た 第 １ ク ロ ッ ク 発 生 部 ３ か ら の ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） に よ っ て カ
ウ ン ト 動 作 が な さ れ る よ う に 作 用 す る 。 こ の ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ は 、 ス ク ロ ー ル モ ー
ド に な さ れ た 場 合 に お い て 、 前 記 し た 時 計 デ ー タ に 基 づ い て 画 像 生 成 部 ５ に お い て 生 成 さ
れ る 時 刻 を 示 す 静 止 画 情 報 の 文 字 数 、 換 言 す れ ば 前 記 静 止 画 情 報 が 一 度 の ス ク ロ ー ル に 要
す る 時 間 を 管 理 す る よ う に な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 し た ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ を 含 む ス ク ロ ー ル 動 作 に つ い て は 、 後 で 詳 細 に 説 明 す
る が 、 前 記 ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ は 、 前 記 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） を 予 め 設 定 し
た 値 ま で カ ウ ン ト ア ッ プ し た 時 、 カ ウ ン タ リ セ ッ ト 信 号 を 前 記 ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ に 供 給
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ か ら の カ ウ ン タ リ セ ッ ト 信 号 は
、 Ｓ Ｒ ラ ッ チ 回 路 １ １ 、 す な わ ち セ ッ ト ／ リ セ ッ ト フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 回 路 に 供 給 さ れ 、 こ
の Ｓ Ｒ ラ ッ チ 回 路 １ １ を リ セ ッ ト さ せ る よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｓ Ｒ ラ ッ チ 回 路 １ １ は 前 記 し た ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ を オ フ に す る た め 、 第
１ ク ロ ッ ク 発 生 部 ３ か ら の ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） の 供 給 は 停 止 さ れ る よ う に な さ れ る
。 な お 、 こ の 状 態 を ス リ ー プ モ ー ド と 称 呼 す る こ と に す る 。 ま た 、 ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １
０ か ら の カ ウ ン タ リ セ ッ ト 信 号 を 受 け た ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ は 、 第 ２ ク ロ ッ ク 発 生 部 ９ か
ら の 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） の カ ウ ン ト ア ッ プ を 開 始 し 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 を 予 め
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設 定 し た 値 ま で カ ウ ン ト ア ッ プ し た 時 、 ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ は フ ラ グ ８ ａ を 立 て る 制 御 、
す な わ ち カ ウ ン タ リ セ ッ ト 信 号 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 し た ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ は リ セ ッ ト さ れ る と 共 に 、 前 記 Ｓ Ｒ ラ ッ
チ 回 路 １ １ に は セ ッ ト 信 号 が 供 給 さ れ る 。 し た が っ て 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ は オ ン に な さ
れ 、 前 記 し た ス リ ー プ 状 態 は 解 除 さ れ る よ う に 動 作 す る 。 こ の 時 、 ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ か
ら の カ ウ ン タ リ セ ッ ト 信 号 は 、 前 記 画 像 生 成 部 ５ に 対 し て 書 き 換 え 信 号 と し て 供 給 さ れ 、
時 計 部 ７ か ら の 時 計 デ ー タ に 基 づ く 時 刻 を 示 す 静 止 画 情 報 の 書 き 換 え 動 作 が 実 行 で き る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 構 成 の さ ら に 詳 し い 動 作 フ ロ ー を 説 明 す る も の で あ る 。 な お 図 ２
に お い て は 便 宜 上 、 （ ａ ） を ス ク ロ ー ル フ ロ ー 、 （ ｂ ） を ス リ ー プ 時 間 フ ロ ー 、 （ ｃ ） を
時 間 計 測 フ ロ ー と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す ス ク ロ ー ル フ ロ ー は 、 前 記 し た よ う に 電 子 機 器 Ｃ 側 に お け る キ
ー 入 力 な ど の 操 作 が 一 定 時 間 な さ れ な い 待 ち 受 け 状 態 に お い て 、 シ ス テ ム Ｃ Ｐ Ｕ ６ か ら の
指 令 信 号 に よ り ス ク ロ ー ル モ ー ド に 設 定 さ れ た 時 に 起 動 さ れ る 。 な お 、 こ の ス ク ロ ー ル フ
ロ ー が 実 行 さ れ る 当 初 に お い て は 、 図 １ に 示 す 前 記 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ は オ ン 状 態 、 す な
わ ち Ｓ Ｒ ラ ッ チ 回 路 １ １ は セ ッ ト 状 態 に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス ク ロ ー ル フ ロ ー の 起 動 に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 示 す よ う に ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０
に お け る 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） の カ ウ ン ト 値 は リ セ ッ ト さ れ る 。 続 い て 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ２ に 示 す よ う に ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ は 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） に お け
る ク ロ ッ ク 数 の カ ウ ン ト を 開 始 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 示 す よ う に ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １
０ に お け る 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 の カ ウ ン ト ア ッ プ 値 が 、 予 め 設 定 さ れ た 値 に 達 し た か 否 か が
監 視 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 設 定 値 に 達 し た （ Ｙ ｅ ｓ ） と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ４ に 移 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 し た ス テ ッ プ Ｓ １ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 達 す る 期 間 に お い て は 、 図 １ に 示 す 画 像
生 成 部 は 、 前 記 し た 時 計 部 ７ か ら も た ら さ れ る 時 計 デ ー タ に 基 づ い て 、 時 刻 を 示 す 静 止 画
情 報 の デ ー タ を 生 成 す る 。 そ し て 、 ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ か ら も た ら さ れ る カ ウ ン ト ア
ッ プ 出 力 を 利 用 し て 、 静 止 画 情 報 を ス ク ロ ー ル 制 御 す る よ う に 作 用 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ （ ａ ） に は そ の 一 例 が 示 さ れ て お り 、 前 記 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ に お い て 時 刻 を 示 す
静 止 画 情 報 が ス ク ロ ー ル 表 示 さ れ る 様 子 が 描 か れ て い る 。 す な わ ち 図 ３ （ ａ ） の 右 端 に は
、 ２ ０ 時 ０ ８ 分 を 示 す 静 止 画 情 報 が 示 さ れ 、 こ れ は ス ク ロ ー ル 動 作 が 開 始 さ れ て 間 も な く
の 状 態 を 示 し て い る 。 そ し て 、 時 刻 を 表 示 す る 前 記 静 止 画 情 報 の 頭 は 、 ス ク ロ ー ル 制 御 に
よ り デ ィ ス プ レ イ の 右 か ら 左 に 向 か っ て 順 次 ス ク ロ ー ル さ れ る 。 そ し て 、 図 ３ （ ａ ） に お
け る 左 か ら ４ 番 目 の 状 態 に 至 っ た 時 に 、 前 記 静 止 画 情 報 は 画 面 か ら 消 え る 状 態 （ 無 表 示 状
態 ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 が 図 ２ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 設 定 値 に 達 し た （ Ｙ ｅ ｓ ） と 判 定 さ れ る
状 態 で あ る 。 要 す る に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お け る 「 設 定 値 」 は 、 時 刻 を 示 す 一 つ の 静 止 画
情 報 の ス ク ロ ー ル 動 作 が 開 始 さ れ て か ら 終 了 す る ま で 、 す な わ ち 静 止 画 情 報 が 画 面 か ら 消
え る 状 態 と な る ま で に 要 す る 時 間 を 管 理 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て は 、 ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ に お け る 第 ２ ク ロ ッ ク の カ
ウ ン ト 値 が リ セ ッ ト さ れ る 。 こ れ は す で に 説 明 し た よ う に 図 １ に 示 す ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ
１ ０ よ り ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ に 対 し て カ ウ ン タ リ セ ッ ト 信 号 が 送 ら れ る こ と に よ り な さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 Ｓ Ｒ ラ ッ チ 回 路 １ １ は リ セ ッ ト 状 態 に な さ れ 、 前 記 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４
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が オ フ 状 態 と な る ス リ ー プ モ ー ド に な さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 し た ス リ ー プ モ ー ド に な さ れ た 場 合 に は 、 ク ロ ッ ク 発 生 部 ３ か ら の 第 １ ク ロ ッ ク 信
号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） の 供 給 が 停 止 さ れ 、 こ れ に 伴 い 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 動 作 す る ド ラ
イ バ 部 ２ お よ び ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ １ の 動 作 も 停 止 す る 。 特 に 前 記 し た ド ラ イ バ 部 ２ は
、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） よ り 高 い 周 波 数 で あ る 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） に
よ っ て 動 作 す る も の で あ る た め 、 こ の ス リ ー プ モ ー ド の 期 間 に お け る 前 記 ド ラ イ バ 部 ２ の
動 作 の 停 止 は 、 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る の に 大 き く 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 前 記 し た ス リ ー プ モ ー ド に お い て は 、 静 止 画 情 報 の ス ク ロ ー ル 表 示 は 一 時 的 に 休
止 さ れ る 無 表 示 期 間 に な さ れ 、 こ の 間 に お い て は 前 記 し た ド ラ イ バ 部 ２ の 駆 動 も 停 止 さ れ
る 。 し か し な が ら 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ は ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク の 表 示 特 性 を 有 し て お り 、 し
た が っ て Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ の 表 示 に 影 響 を 与 え る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 図 ２ に お け る ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 示 す よ う に 、 ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ に お け る 第 ２
ク ロ ッ ク の カ ウ ン ト 値 が リ セ ッ ト さ れ た 場 合 に は 、 （ ｂ ） と し て 示 す ス リ ー プ 時 間 フ ロ ー
が 起 動 す る 。 こ の ス リ ー プ 時 間 フ ロ ー は 、 前 記 し た ス リ ー プ モ ー ド の 継 続 時 間 （ 無 表 示 期
間 ） を 管 理 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 ス リ ー プ モ ー ド に 移 行 し た 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ２
１ に 示 す よ う に ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ は 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 の カ ウ ン ト を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に 示 す よ う に ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ に お け る 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 の
カ ウ ン ト ア ッ プ 値 が 、 予 め 設 定 さ れ た 値 に 達 し た か 否 か が 監 視 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お
い て 設 定 値 に 達 し た （ Ｙ ｅ ｓ ） と 判 定 さ れ た 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に 移 る 。 こ の ス テ ッ
プ Ｓ ２ ３ に お い て は ス リ ー プ 時 間 フ ラ グ を “ １ ” に し 、 続 く ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て ス リ
ー プ 時 間 フ ラ グ を “ ０ ” に す る 動 作 が 実 行 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ こ で は １ つ の ト リ ガ パ ル
ス を 発 生 さ せ る も の で あ り 、 こ の ト リ ガ パ ル ス は ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ か ら 出 力 さ れ る フ ラ
グ ８ ａ を 意 味 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ に お け る （ ａ ） と し て 示 す ス ク ロ ー ル フ ロ ー に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に 示 す ス リ ー
プ モ ー ド に 移 行 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 示 す よ う に ス リ ー プ 時 間 フ ラ グ と し て “
１ ” が 立 つ か 否 か が 監 視 さ れ て い る 。 そ し て 、 ス リ ー プ 時 間 フ ロ ー （ ｂ ） に お い て 、 ス テ
ッ プ Ｓ ２ ３ に 至 っ た 場 合 、 す な わ ち ス リ ー プ 時 間 フ ラ グ と し て “ １ ” が 立 っ た こ と が 検 証
さ れ る と ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 移 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て は 、 す で に 説 明 し た と お り ス リ ー プ カ ウ ン タ ８ か ら の フ ラ
グ が “ １ ” で あ り 、 こ れ は 画 像 生 成 部 ５ に 対 し て 書 き 換 え 信 号 と し て 供 給 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 時 に 時 計 部 ７ か ら 供 給 さ れ る 時 計 デ ー タ に 基 づ く 時 刻 を 示 す 静 止 画 情 報 の 書 き 換 え
が 実 行 さ れ る 。 す な わ ち 、 静 止 画 情 報 に お け る 時 刻 表 示 の 書 き 換 え は 、 ス リ ー プ モ ー ド の
最 後 に お い て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ２ （ ｃ ） は 前 記 し た と お り 時 間 計 測 フ ロ ー を 示 す も の で あ り 、 こ れ は 現 在 時
刻 を 求 め る 機 能 を 果 た す も の で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 時 間 計 測 フ ロ ー は 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信
号 （ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） を 利 用 し た 前 記 時 計 部 ７ に お い て 独 立 し て 動 作 す る も の で あ る 。 ま ず 、 ス
テ ッ プ Ｓ ３ １ に 示 す よ う に 、 時 計 部 ７ に 内 臓 さ れ た 図 示 せ ぬ 時 刻 カ ウ ン タ に 蓄 積 さ れ た 第
２ ク ロ ッ ク 信 号 の カ ウ ン ト 数 が リ セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に 示 す よ う に 前 記 時 刻 カ ウ ン タ は 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 の カ ウ
ン ト ア ッ プ を 開 始 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 示 す よ う に 時 刻 カ ウ ン タ に お け る 第 ２
ク ロ ッ ク 信 号 の カ ウ ン ト ア ッ プ 値 が 、 予 め 設 定 さ れ た 値 に 達 し た か 否 か が 監 視 さ れ 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ３ に お い て 設 定 値 に 達 し た （ Ｙ ｅ ｓ ） と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に
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移 る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に お い て は 、 時 刻 を 示 す “ Ｓ ” の 値 を イ ン ク リ メ ン ト し 、 再 び
ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に 戻 る 動 作 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 前 記 し た 時 刻 を 示 す “ Ｓ ” が 秒 の 単 位 を 示 す も の で あ る と す れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ３
３ に お け る 「 設 定 値 」 は 、 時 計 の 経 時 に 利 用 さ れ る 水 晶 発 振 器 に よ る 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （
Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） の 周 波 数 と 同 一 の 値 に 設 定 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 前 記 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て は 、 時 間 計 測 フ ロ ー （ ｃ ） に お け る ス テ
ッ プ Ｓ ３ ４ に お い て 求 め ら れ る 現 在 時 刻 “ Ｓ ” の 値 に し た が っ て 静 止 画 情 報 に お け る 時 刻
表 示 の 書 き 換 え が な さ れ る こ と に な る 。 こ れ と 同 時 に 図 １ に 示 す Ｓ Ｒ ラ ッ チ 回 路 １ １ は セ
ッ ト 状 態 に な さ れ 、 ス リ ー プ モ ー ド （ 無 表 示 期 間 ） が 解 除 さ れ て 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｃ
Ｌ Ｋ １ ） の 供 給 が 開 始 さ れ る 。 ま た 、 図 ２ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ ７ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ に ル
ー チ ン が 戻 る こ と で 、 ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ １ ０ に お け る カ ウ ン ト 値 が リ セ ッ ト さ れ る 動 作
が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 斯 く し て 、 図 １ に 示 す シ ス テ ム Ｃ Ｐ Ｕ ６ よ り 、 ス ク ロ ー ル モ ー ド か ら 通 常 の 表 示 モ ー ド
に 移 行 さ せ る 解 除 信 号 が 画 像 生 成 部 ５ に 到 来 し な い 限 り 、 同 様 の ス ク ロ ー ル モ ー ド が 繰 り
返 し 実 行 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 図 ３ （ ａ ） に お け る 右 端 に 示 す 状 況 は 、 ス リ ー プ モ ー
ド か ら 再 び ス ク ロ ー ル モ ー ド に 、 す な わ ち 図 ２ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 移 行 し た 状 態 を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の 説 明 で 明 ら か な よ う に 、 前 記 し た 実 施 の 形 態 に よ る と 、 ス ク ロ ー ル モ ー ド に お い
て 表 示 さ れ る 時 刻 を 示 す 静 止 画 情 報 は 、 ス リ ー プ モ ー ド す な わ ち 無 表 示 期 間 に お い て 書 き
換 え ら れ る よ う に な さ れ る 。 し た が っ て 、 ス ク ロ ー ル 動 作 の 途 中 に お い て 時 刻 表 示 の 変 更
が な さ れ る こ と は 禁 止 さ れ る 。 ま た 、 前 記 し た ス リ ー プ モ ー ド の 設 定 に よ り 、 第 １ ク ロ ッ
ク 信 号 に よ り 動 作 す る 主 に ド ラ イ バ 部 ２ を 休 止 さ せ る こ と が で き る の で 、 こ こ に お い て 消
費 さ れ る 電 力 を 大 幅 に 削 減 さ せ る こ と に 寄 与 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 図 ３ に お け る （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 ス ク ロ ー ル モ ー ド に お け る 静 止 画 情 報 の 他
の 表 示 パ タ ー ン を 示 し た も の で あ り 、 （ ｂ ） に 示 す 表 示 パ タ ー ン は 、 単 位 ス ク ロ ー ル ご と
に 静 止 画 情 報 の 表 示 位 置 を 、 デ ィ ス プ レ イ （ 表 示 パ ネ ル ） に お け る 上 下 方 向 に 変 更 す る よ
う に し た 例 を 示 し て い る 。 ま た 、 （ ｃ ） に 示 す 表 示 パ タ ー ン は 、 単 位 ス ク ロ ー ル ご と に 静
止 画 情 報 の 表 示 位 置 を 、 デ ィ ス プ レ イ に お け る 上 か ら 下 方 向 に 順 次 移 動 さ せ る よ う に し た
例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 し た 図 ３ （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） に 示 す い ず れ の 表 示 パ タ ー ン に お い て も 、 デ ィ ス プ レ
イ に お け る い わ ゆ る 焼 き 付 き 現 象 の 発 生 を 効 果 的 に 防 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 前 記 し た 実 施 の 形 態 に お い て は ス ク ロ ー ル モ ー ド に お い て 、 時 刻 を 表 示 す る よ う
に し て い る が 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 他 の 情 報 を ス ク ロ ー ル 表 示 す る よ う に 構 成 す る こ
と も 考 え ら れ る 。 図 ４ に 示 す 例 は 、 電 子 メ ー ル の 着 信 が あ る こ と を 示 す マ ー ク で あ り 、 こ
の 画 像 デ ー タ は 図 １ に 示 す 電 子 機 器 （ Ｃ ） に お け る シ ス テ ム Ｃ Ｐ Ｕ ６ よ り 、 画 像 生 成 部 ５
に 供 給 さ れ る こ と に よ り 表 示 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 着 信 マ ー ク が ス ク ロ ー ル 表 示 さ れ 、 無
表 示 期 間 に な っ た 時 に 、 静 止 画 情 報 の 書 き 換 え 動 作 が 実 行 さ れ る 。 た だ し こ の 図 ４ に 示 す
例 に お い て は 、 書 き 換 え 動 作 が 実 行 さ れ て も 着 信 マ ー ク の 表 示 形 態 は 変 わ る と こ ろ は な く
、 同 じ 情 報 に 書 き 換 え ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 デ ィ ス プ レ イ （ 表 示 パ ネ ル ） に 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 を 発 光 素 子 と し て 用 い た 例 を 示 し て い る が 、 こ れ は 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） あ る い は
電 解 放 出 型 表 示 装 置 （ Ｆ Ｅ Ｄ ） な ど の デ ィ ス プ レ イ を 用 い る こ と も で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に か か る 実 施 の 形 態 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て な さ れ る 作 用 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て 採 用 し 得 る ス ク ロ ー ル 動 作 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 他 の ス ク ロ ー ル 動 作 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ａ 　 　 　 デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル
　 Ｂ 　 　 　 表 示 制 御 部
　 Ｃ 　 　 　 電 子 機 器
　 １ 　 　 　 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ （ 表 示 パ ネ ル ）
　 ２ 　 　 　 ド ラ イ バ 部
　 ３ 　 　 　 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 発 生 部
　 ４ 　 　 　 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ
　 ５ 　 　 　 画 像 生 成 部
　 ６ 　 　 　 シ ス テ ム Ｃ Ｐ Ｕ
　 ７ 　 　 　 時 計 部
　 ８ 　 　 　 ス リ ー プ カ ウ ン タ
　 ９ 　 　 　 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 発 生 部
　 １ ０ 　 　 ス ク ロ ー ル カ ウ ン タ
　 １ １ 　 　 Ｓ Ｒ ラ ッ チ 回 路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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